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３．エネルギーレジリエンス定量評価指標のシンプルな使用例①

(具体例)日本橋スマートエネルギープロジェクト
 三井不動産と東京ガスが連携、日本橋のエネルギーを街ごとリニューア

ル（日本橋は既存ビル群も高い環境性能と防災力を持つビルへ再生
し、国際競争力の高い街へ）

 重要文化財（三井本館、三越日本橋本店本館）を含む歴史ある
既存ビルも含めた街の面的エネルギーレジリエンス
都市ガスを活用した分散型電源である大型ＣＧＳと系統電力による
電源の多重化を実現し、日本初の既存ビルを含めた周辺地域への特
定送配電事業を実施
広域停電時にも、中圧ガスによる発電により、既存ビルや帰宅困難者
を収容する一時滞在施設などに電力を継続的に供給高い耐震性の
実績がある中圧ガス導管だからこそ実現できる安定的なエネルギー供
給

 街を訪れた人も安心 災害に備えた万全な管理体制
街の随所に設けられた一時待機スペースにも、停電時には電力を供給
デジタルサイネージ、エアコン、コンセントが利用可能となり、帰宅困難
者の不安や疲労を軽減
また、いつ災害が発生しても迅速な対応ができるよう24時間、365日
三井不動産ＴＧスマートエナジーのメンバーが交代で当直を実施
また、毎日行う現場対応訓練から年に２～３回行われる総合的な防
災訓練等、を繰り返し実施

●レジリエンスに資する具体的な取組が、定量評価指標・標準値に照らして、改善しているかどうか確認

●重要項目の１つでも当てはまれば、レジリエンスが向上するといえる

エネルギー種別の多様性

流通網の強靱性

各指標を飛躍的に高めるイノベーション・設備投資

該当

○

○

○

エネルギー途絶時の自立性の確保

BCPの策定と着実な運用

非常時の想定と備蓄

設備の強靱性

個別エネルギー源の多様性

重要項目

○

○

○

○

○




